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大﨑 善保 1971年9月28日生（53歳）

1995年 （24歳） 偶然のご縁で舘本会長と出会う

1997年 （25歳） アルバイトで名古屋デリカフーズ株式会社入社

2004年 （32歳） 立て直しのため東京デリカフーズ株式会社転籍

2006年 （34歳） 東京デリカフーズ株式会社 取締役就任

2010年 （38歳） 東京デリカフーズ株式会社 取締役社長就任
東京ＦＳセンター開設

2011年 （40歳） 東京デリカフーズ株式会社 代表取締役社長就任

自己紹介

2017年 （45歳） デリカフーズHD株式会社 代表取締役社長就任



デリカフーズグループの体制
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デリカフーズ(株)

デリカフーズホールディングス株式会社（持株会社）

エフエス
ロジスティックス（株） デザイナーフーズ（株） 楽彩 (株)

デリカフーズ長崎(株)
たれ・ソース類の製造

※デリカフーズ(株)100％子会社

青果物加工流通業 BtoC事業研究・ｺﾝｻﾙ事業物流事業



数字で見るデリカフーズグループ
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事業モデル
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R&D 研究開発部門

厳選された契約農家

・全国の契約農家から調達

・産直チルド物流網構築

・生産者との情報共有

・研究開発部門との連携

全国19拠点による生産

・コールドチェーン対応工場

・食品安全認証取得

・徹底した衛生＆安全管理

・豊富な商品ラインナップ

研究・コンサル
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経営資源・ノウハウを活用した様々な提案営業

各店舗までお届け

・自社配送比率３５％以上

・コールドチェーン対応

・全国の幹線物流網

・配送受託・協働配送

調達 加工・仕分 物流



FSモデルの概要（2010年 第一号のFSセンターを開設）
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出荷センター

カット野菜工場

受注ｾﾝﾀｰ・研究室

コールドチェーン対応

オートメーションピッキング設備

デポ機能の導入

ISO・FSSC22000取得
少量多品種型ライン

自動化大量生産ライン

研究開発・プレゼン機能

24時間受発注センター
コールセンター

FSセンターは飲食業を支えるワンストップセンター
新鮮（FRESH）な野菜を より早く（SPEEDY）お届けします

55℃

55℃



FSセンター拠点の増設
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2014年6月
仙台事業所

2015年4月
奈良ＦＳセンター

2016年6月
西東京ＦＳセンター

2018年5月
中京ＦＳセンター

2018年12月
埼玉ＦＳセンター

2020年4月
福岡ＦＳセンター福岡ＦＳセンター

大型貯蔵庫を完備真空加熱ライン導入 大型貯蔵庫を完備

カップライン導入

2022年3月冷凍ライン導入 ミールキット
生産ライン導入

真空加熱ライン導入

202４年４月
大阪ＦＳセンター

全国ＦＳセンター機能の集大成

FSモデル全国展開計画が完了

全国FSモデル ８拠点

総投資額 約１５０億円

総面積 30,564㎡

先行投資の優位性



全国へ広がる配送網
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直営拠点設置エリア

直営拠点配送エリア

協力会社配送エリア

FSモデル
直営拠点

FSモデル提携拠点

デリカフーズHD㈱

●仙台事業所
●福島工場

●愛知子宝事業所

●中京FSセンター
●かの里工場

●西東京事業所

●神奈川事業所
●大阪事業所

●大阪FSセンター
●広島センター

●九州事業所

●デリカフーズ長崎

●北海道事業所

●東京事業所（本社）

●保木間センター

●埼玉FSセンター
●板橋センター

●奈良事業所●兵庫事業所

新鮮で安全な野菜を全国へ供給可能に（業界唯一）

全国19拠点 内）FSモデル８拠点



デザイナーフーズ株式会社
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 青果物の分析・研究

 農と食・健康のコンサルティング

 野菜の機能性研究

 種苗・栽培・青果物の分析評価

 機能性表示の導入に向けた活動

 各種研究機関・行政との共同研究

10年以上にわたる分析により2万検体のビックデータ



野菜の可能性を追求
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25％増のポテンシャル

１ｇでも多くの野菜を

１円でも価値の向上を

国民の健康増進と
日本の農業の発展を叶える

ⓒ



業務加工分野の展望と

デリカフーズグループの事業展開

11



日本の農業従事者の年齢構成
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基幹的農業従事者 116万人

平均年齢（2022年） 68.4歳

60歳以上 約80％

育成と仕組作りが急務

２０％

日本の農業は

危機的な状況へ

１０年後を見据え

今から対策が必用

サプライチェーン

全体で生産性の向

上に着手

生産性を

5倍に



新たな戦略の実行（案）
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農業への参入

 自社農場の保有

 研究開発を推進

 農業を知る

輸入野菜の国産化

 玉葱専用工場開設

 赤系トマトの推進

 国産付加価値の向上

長期貯蔵技術の開発

 長期貯蔵技術の開発

 消費期限の延長

 品種特性の研究

貯蔵拠点の設置

 貯蔵型安定供給の構築

 合理的なインフラの構築

 選果・パッケージ業務の

請負



玉葱専用工場 ４月上旬稼働
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■ 名称： 玉葱専用工場

■ 住所： 大阪府茨木市宮島2-1-13

■ 改修完了予定日： 2025年3月31日

■ 改修面積 352.2 ㎡

原料庫： 235.98 ㎡

皮むき・洗浄室： 78.94 ㎡

加工室： 161.4 ㎡

計量・包装室： 99.4 ㎡

■ 従業員数：約30人（社員含む）

■ 売上高：10億円/年

【目論見】

単一原料専用工場として各種合理化を図る

①原料調達の合理化

②単品生産による自動化・省人化

③一気通貫生産による品質・菌数制御の向上（消費期限延長）

④他工場における生産キャパの拡大

⑤製造社員の育成工場として運用（教育施設）

⑥原価低減

愛知・大阪・兵庫・奈良の玉葱加工を１工場に集約

剥き玉葱から最終商品まで一気通貫の生産ライン
目的



玉葱専用工場の概要

Copyright ⓒ DELICA FOODS HOLDINGS CO., LTD. 15



赤系トマトの推進
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【目論見・検証内容】

赤系トマト独自の流通システムを構築し、生産者・流通・実需者

の三方にメリットのある新たな流通インフラを構築する。

①赤系トマトの栽培面積拡大

②有志を集めた協議会により、情報の共有とプラットフォーム化を図る

③長期貯蔵による安定供給の実現検証

④選果・パッケージ業務の請負業務検証

⑤生産者所得の向上検証

業務加工向けに赤系トマトの栽培を推進

栽培・流通ロスの低減、農業業務の

一部請負による農家の負担低減に取り組む

目的

貯蔵研究による貯蔵技術の習得

冷蔵機器開発による適切な貯蔵設備の検討

顧客の事前説明と予約契約推進

赤系トマト推進協議会発足（2024年12月～）

赤形トマトの栽培推進と生産量の確保

貯蔵流通のテスト開始（2025年7月～）



輸入トマトの状況
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5,000ｔの輸入が継続不能に



トマトの分類と特徴
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ピンク系トマト

甘味と酸味のバランスが良くト
マト臭さは抑えられている。果
肉が柔らかく皮が薄いのが特徴
棚もちが悪く切り崩れしやすい。

桃太郎シリーズ

ファーストトマト

王様トマトシリーズ

生食

サラダ

つけ合わせ

系統 特徴 主な品種 調理特性

赤系トマト トマト独特の香りがあり酸味が
強いのが特徴。グルタミン酸を
多く含み調理向き。海外では赤
系が主流。
生でそのまま食するよりも調理
や組み合わせで活きる。

ロエンザ

カナバロ

サンマルツァーノ

加熱・煮込み

サンドウィッチ

ソース

皮が薄いため栽培中の傷が

付きやすい。熟度の進行が

早くロスが出やすい。

栽培・流通

比較的栽培は簡単で棚もち

も良い。長期保存が可能で

流通特性が高い。

生産者のメリット

 収量が高い
 正品率が高い
 栽培と取り扱いが楽

流通のメリット

 長期保存が可能
 棚もちが良い
 果皮が硬く流通劣化が少ない



作業領域の転換（案）
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産地の作業領域 貯蔵センターの領域

＊産地での箱詰め作業を無くしコンテナ流通へ。選果・箱詰めは貯蔵後に消費地で行う。



新たな青果物インフラの構築
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産地

産地

産地

産地

中継

中継

ﾌｪﾘｰ
貯蔵

関
東

産地

中
京

関
西

産地産地

貯蔵貯蔵

 幹線物流網の構築

 海上物流の確保

 産地調達物流の構築

 情報管理システム構築

長距離輸送網の確保

貯蔵センター設置計画

中京貯蔵センター（西日本） 2025年6月計画

関東貯蔵センター（東日本） 2027年内計画

関西貯蔵センター（大阪） 202９年内計画
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